
ペット禁止の部屋借り主が猫飼育（２０２６年３月１２日掲載）

契約書内容の再確認など必要に

【質問】

　ペットを買うことを禁止して部屋を貸したのに、借り主が猫を飼い始めました。

苦情を言うと「誰にも迷惑をかけていない」と言われ、困っています。契約書にも

明記していますし、出て行ってもらうことは可能でしょうか。また、どういった点

に気を付ければいいですか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　

　契約書にペットの飼育を禁止すると書かれているとしても、今回のように借り主

が猫を飼っているからといって、即座に賃貸借契約を解除して、建物から出て行っ

てもらうことができるわけではありません。

　なぜなら、過去の裁判例では、賃貸借契約は貸主と借り主の信頼関係を基礎とす

る継続的な契約関係であるため、借り主が契約で定めた用法に従って部屋を使用す

る義務に違反しているとしても、それが貸主に対する背信行為と認められる程度と

はいえない場合には、契約を解除することは認められないとされているからです。

　そこで、貸主ができることは、主に２つあります。

　１つ目は、借り主との間の契約書で、ペットの飼育を禁止する内容の特約が明記

されていることを改めて確認します。仮に、契約書にペット禁止の特約がない場合

でも、鳴き声、悪臭、部屋の著しい損耗など、通常許容される範囲を超える場合に

は、信頼関係が破壊されたとして、賃貸借契約の解除が認められる場合があります。

　２つ目は、借り主に対しペットの飼育を禁止する契約内容に違反していることか

ら、一定期間以内に飼育をやめるよう、書面で求めます。口頭だと後日トラブルに

なる可能性があるので、できれば書面で、借り主に対し、例えば１か月以内などの

期間を定めて、その期間内に猫の飼育をやめるよう求めるのがよいでしょう。

　これらのことを行ったにもかかわらず、借り主が猫の飼育を続ける場合には、貸

主との間の信頼関係が破壊されていると認められて賃貸借契約を解除できる可能性

が高まります。

　賃貸借契約を解除することができるかどうかについては法律的な判断が必要にな

りますので、弁護士にご相談されることをお勧めします。

（弁護士　和田篤）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　


